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閉
会
中
継
続
審
査
の
請
願
一
覧

請
願
第
10
号　

�

離
婚
後
の
親
子
の
面
会
交
流
の
法
制
化
と
支
援
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

厚
生
委
員
会

　

９
月
定
例
会
で
は
、
請
願
２
件
を
新
た
に
受
理
し
、
２
件
を
不
採
択
、
１

件
の
取
り
下
げ
を
承
認
、
１
件
を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

　

陳
情
に
つ
い
て
は
新
た
に
２
件
受
理
し
、
全
議
員
及
び
執
行
機
関
に
陳
情

文
書
表
を
配
付
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ
た
請
願
は
、
左
記
の
一
覧
の
と
お
り

で
す
。

　

原
油
価
格
の
急
激
な
高
騰
は
、
ガ

ソ
リ
ン
や
石
油
関
連
製
品
を
初
め
、

　

女
性
の
が
ん
で
あ
る
子
宮
頸
が
ん

の
死
亡
率
は
高
く
、
毎
年
約
８
千
人

が
子
宮
頸
が
ん
と
診
断
さ
れ
、
約
２

千
５
百
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
政
府
に
対

し
、
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
・
早
期
発

見
の
た
め
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る

た
め
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
早
急
に

実
現
す
る
よ
う
強
く
要
望
い
た
し
ま

す
。

１　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
、
十
分
な
安
全
性
を
確
保
し

た
上
で
、
早
期
承
認
に
向
け
た
審
査

を
進
め
る
こ
と
。

２　

日
本
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
の
開

発
、
製
造
、
接
種
の
あ
り
方
に
関
し

て
、
世
界
の
動
向
な
ど
も
考
慮
し
検

討
を
進
め
、
広
く
情
報
提
供
を
行
い

な
が
ら
必
要
な
対
応
を
行
う
こ
と
。

３　

女
性
の
一
生
に
お
い
て
Ｈ
Ｐ
Ｖ

感
染
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
ま
た

予
防
可
能
な
が
ん
で
あ
る
こ
と
を
か

ん
が
み
、
予
防
ワ
ク
チ
ン
が
承
認
さ

れ
た
後
は
、
そ
の
推
進
を
図
る
た
め

に
、
接
種
を
希
望
す
る
者
へ
の
助
成

を
行
う
こ
と
。

　

内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣

あ
て

︽
小
学
校
３
年
生
︾

○
10
月
２
日　

十
二
小
78
人

○
10
月
７
日　

三
小
114
人

○
10
月
８
日　

上
宿
小
57
人

○
10
月
23
日　

一
小
71
人

　

９
月
定
例
会
で
は
各
会
派
か
ら
の

代
表
質
問
を
初
め
と
し
て
、
市
政
全

般
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
も
わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
議
会
事
務
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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高
齢
者
や
障
害
者
の
介
護
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
支
え
手
が
、
今
深
刻
な

人
材
不
足
に
直
面
し
、
劣
悪
な
労
働

条
件
に
置
か
れ
て
お
り
、
高
齢
者
等

の
尊
厳
を
守
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

国
は
昨
年
、﹁
福
祉
人
材
確
保
指

針
﹂
を
改
定
し
、
適
切
な
給
与
水
準

を
確
保
す
る
指
針
を
示
し
ま
し
た
。

国
及
び
都
は
、
適
切
な
水
準
の
給
与

体
系
の
整
備
等
、
指
針
に
盛
り
込
ま

れ
た
内
容
を
実
行
し
、
深
刻
な
人
材

不
足
の
危
機
を
打
開
す
る
べ
き
で
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、﹁
福
祉
人

材
確
保
指
針
﹂
に
基
づ
き
高
齢
者
や

障
害
者
の
介
護
を
支
え
る
人
材
確
保

と
待
遇
改
善
を
求
め
、
特
に
次
の
事

項
に
つ
い
て
強
く
要
望
し
ま
す
。

１　

介
護
労
働
者
な
ど
の
人
材
確
保

に
当
た
っ
て
は
、
国
及
び
都
に
お
い

て
保
険
料
に
転
嫁
す
る
こ
と
な
く
財

源
の
手
当
て
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

２　

介
護
労
働
者
の
給
与
水
準
の
実

態
を
調
査
し
、
介
護
報
酬
の
あ
り
方

を
見
直
し
、
次
期
介
護
報
酬
の
改
定

に
お
い
て
適
切
に
措
置
す
る
こ
と
。

　

厚
生
労
働
大
臣
、
東
京
都
知
事
あ

て

電
気
、
ガ
ス
料
金
、
食
料
品
に
至
る

ま
で
生
活
に
関
連
し
た
あ
ら
ゆ
る
物

価
の
高
騰
を
招
き
、
国
民
の
生
活
に

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
市
民
生
活

の
安
定
と
地
域
経
済
の
振
興
の
重
要

性
に
か
ん
が
み
、
国
及
び
政
府
に
対

し
、
特
に
原
油
価
格
高
騰
の
影
響
を

受
け
て
経
営
難
に
陥
っ
て
い
る
中
小

零
細
企
業
の
経
営
安
定
化
に
向
け
た

対
策
な
ど
、
原
油
価
格
高
騰
対
策
の

充
実
、
強
化
と
し
て
次
の
事
項
を
実

施
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
も
の
で
す
。

１　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
や
運
輸
業
な

ど
の
中
小
零
細
企
業
へ
の
緊
急
融
資
、

保
証
制
度
等
の
対
策
を
よ
り
一
層
強

化
す
る
こ
と
。

２　

原
油
価
格
高
騰
で
深
刻
な
影
響

を
受
け
て
い
る
業
種
に
対
し
、
地
方

自
治
体
が
独
自
支
援
策
を
講
じ
ら
れ

る
よ
う
予
算
措
置
の
実
施
を
す
る
こ

と
。

３　

原
油
備
蓄
量
の
確
保
、
投
機
マ

ネ
ー
へ
の
規
制
、
便
乗
値
上
げ
の
監

視
強
化
、
公
正
な
取
引
価
格
の
指
導

を
行
い
、
原
油
価
格
の
安
定
化
と
石

油
製
品
の
安
定
供
給
を
図
る
こ
と
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
財
務
大

臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
国
土
交
通
大

臣
あ
て

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
協
同
組
合
等
さ
ま
ざ
ま

な
非
営
利
団
体
は
、
行
政
と
も
協
働

し
て
地
域
の
課
題
を
住
民
み
ず
か
ら

解
決
す
る
こ
と
を
目
指
し
事
業
展
開

し
て
い
ま
す
。こ
の
一
つ
で
あ
る（
仮

称
）
協
同
労
働
の
協
同
組
合
は
、
み

ず
か
ら
出
資
し
、
共
同
で
経
営
し
、

働
く
こ
と
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
再
生
を
目
指
す
活
動
を
続
け

て
お
り
ま
す
が
、
法
的
根
拠
が
な
い

た
め
、
団
体
と
し
て
入
札
・
契
約
が

で
き
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

だ
れ
も
が
希
望
と
誇
り
を
持
っ
て

働
く
、
仕
事
を
通
し
て
安
心
と
豊
か

さ
を
実
感
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
つ
く
る
と
い
う
働
き
方
を
目
指
す

（
仮
称
）
協
同
労
働
の
協
同
組
合
は

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
創
造
す

る
も
の
で
あ
り
、
働
く
こ
と
、
生
き

　

意
見
書
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の

公
共
の
利
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
と
し
て
の
意
思
を
意
見
と

し
て
ま
と
め
、
国
会
ま
た
は
関
係
行

政
庁
等
に
文
書
で
提
出
す
る
も
の
で

あ
り
、
地
方
自
治
法
第
99
条
に
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

る
こ
と
に
困
難
を
抱
え
る
人
々
が
社

会
連
帯
の
中
で
仕
事
を
起
こ
し
、
社

会
に
参
加
す
る
道
を
開
く
も
の
で
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
国
に
対
し

て
﹁（
仮
称
）
協
同
労
働
の
協
同
組
合

法
﹂
の
速
や
か
な
制
定
を
強
く
求
め

る
も
の
で
す
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
総

務
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
あ
て

　

駐
車
禁
止
規
制
除
外
措
置
対
象
者

の
範
囲
は
、
警
視
庁
に
お
い
て
平
成

19
年
８
月
に
一
部
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

従
来
認
め
ら
れ
て
い
た
下
肢
機
能
障

害
３
級
の
２
、３
級
の
３
ま
た
は
４

級
の
方
が
除
外
さ
れ
、
経
過
措
置
が

切
れ
る
平
成
22
年
７
月
31
日
以
後
は
、

事
実
上
自
立
し
た
行
動
が
極
め
て
限

定
さ
れ
る
事
態
が
到
来
し
ま
す
。

　

下
肢
機
能
障
害
者
は
等
級
が
軽
く

て
も
直
接
的
な
移
動
困
難
障
害
者
で

あ
り
、
生
産
活
動
、
社
会
参
加
等
、

多
分
野
に
わ
た
っ
て
健
常
者
に
伍
し

て
自
立
生
活
を
し
て
い
る
人
が
多
く
、

そ
の
マ
イ
ナ
ス
効
果
は
甚
大
で
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
東
京
都
公
安

委
員
会
に
こ
う
し
た
対
象
者
の
規
制

強
化
で
は
な
く
、
自
立
を
よ
り
促
す

方
向
に
こ
そ
、
見
直
し
、
改
善
を
す

る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

　

東
京
都
公
安
委
員
会
委
員
長
あ
て

　

パ
ー
ト
、
派
遣
社
員
な
ど
非
正
規

雇
用
者
の
数
は
全
国
で
１
千
７
百
万

人
を
超
え
、
役
員
を
除
く
雇
用
者
の

約
３
分
の
１
と
な
っ
て
い
ま
す
。
非

正
規
雇
用
者
の
処
遇
は
、
賃
金
や
社

会
保
障
等
の
面
で
正
規
雇
用
者
と
比

較
し
て
著
し
く
均
衡
を
欠
い
て
い
ま

す
。
貧
困
と
格
差
の
拡
大
が
社
会
問

題
と
な
り
、
働
い
て
も
生
活
保
護
基

準
に
も
満
た
な
い
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

の
世
帯
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
国
に
対

し
て
、
正
規
雇
用
の
推
進
と
派
遣
労

働
者
の
処
遇
改
善
の
た
め
、
次
の
事

項
に
つ
い
て
実
施
す
る
よ
う
強
く
要

望
し
ま
す
。

１　

正
規
雇
用
を
推
進
す
る
施
策
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
非
正
規
雇
用

者
の
安
定
し
た
雇
用
を
図
る
こ
と
。

２　

長
時
間
労
働
の
是
正
や
日
雇
い

派
遣
労
働
の
原
則
禁
止
な
ど
、
労
働

者
を
保
護
す
る
内
容
へ
の
労
働
基
準

法
と
労
働
者
派
遣
法
の
抜
本
的
な
改

正
を
行
う
こ
と
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
あ
て

7　月

あ
と
が
き

三多摩上下水及び道路建設
促進協議会第3委員会
杉並区議会議員視察来庁（コ
ミュニティタクシーについて）
三多摩上下水及び道路建設
促進協議会第1委員会

三多摩上下水及び道路建設
促進協議会第2委員会
東京都後期高齢者医療広域
連合議会臨時会
熊本県熊本市議会議員視察
来庁（学校支援ボランティア
の活動について）
小平市自治基本条例特別委
員会
総務委員会（町田市視察）
生活文教委員会
厚生委員会（市内視察あり）
建設委員会（市内視察）
幹事長会議

議会運営委員会
9月定例会初日
9月定例会2日目（代表質問）
9月定例会3日目（一般質問）
9月定例会4日目（一般質問）
9月定例会5日目（一般質問）
総務委員会

28日

30日

31日

1日

4日

20日

25日
26日
27日
28日
29日

3日
8日
9日
10日
11日
12日
16日

生活文教委員会
厚生委員会
建設委員会（市内視察あり）
都市基盤整備調査特別委員
会（市内視察あり）
幹事長会議
議会運営委員会
産業活性化調査特別委員会
（市内視察あり）
小平市自治基本条例特別委
員会
9月定例会最終日
議会報編集委員会

広島県廿日市市議会議員視
察来庁（学校支援ボランティ
アの取り組みについて）
一般会計決算特別委員会（16
日まで）
三多摩上下水及び道路建設
促進協議会第2委員会
特別会計決算特別委員会
大阪府八尾市議会議員視察
来庁（コミュニティタクシー
について）
議会報編集委員会
東京都四市競艇事業組合議
会行政視察（茨城県鹿嶋市）
多摩六都科学館組合議会
小平市自治基本条例特別委
員会

17日
18日
19日
22日

24日
25日
26日

30日

8日

14日

15日

17日
20日

21日

28日

10　月

9　月

8　月

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

議 会 日 誌議 会 日 誌
7月24日～10月28日

本会議、委員会、諸会議など

議
場
見
学

原
油
価
格
高
騰
対
策
の
充
実
、

強
化
を
求
め
る
意
見
書

高
齢
者
や
障
害
者
の

介
護
を
支
え
る
人
材
確
保
と

待
遇
改
善
を
求
め
る
意
見
書

子

宮

頸

が

ん

予

防

ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
意
見
書

（
仮
称
）
協
同
労
働
の

協
同
組
合
法
の
速
や
か
な

制
定
を
求
め
る
意
見
書

意見書意見書
　9月定例会では、6件の
意見書を可決し、関係機関へ
送付しました。

（要旨掲載）

駐
車
禁
止
規
制
除
外
措
置

対
象
者
の
範
囲
の
見
直
し
を

求

め

る

意

見

書

正
規
雇
用
の
推
進
と

派
遣
労
働
者
の
処
遇
に

関

す

る

意

見

書




